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スポーツクラブに通いはじめてから、⾷べ物ともだちが急激にふ
えました。ある⼈は、居酒屋さんを相⼿にする⿂屋さんを紹介し
てくれました。キロ6500円のクエはお買得と思うのですが、半⾝
からなのでは多すぎます。キモのたっぷり⼊ったカワハギを刺⾝
にしてもらいました。最⾼！！！
仲間をつのり、⽶をまとめ買いしている⼈もいます。喜んで仲間
にいれていただきました。今年は富⼭のコシヒカリです。精⽶５
キロを１６００円で⼿にいれています。新⽶がでるころ、つぎは
どこの⽶にするか⾷べ⽐べて決めるとのこと。私にも⼀票の権利
ができました。農家の友達からいただいた野菜を届けてくれた友
達がいます。⽩菜、⼈参、サトイモ、ねぎ、⼤根などなどです。

廣告社ぶれいん ⽵⽥清⼈並べて覚える

■お店で使えるマーケティング⽤語集 第３９語■
認知的不協和 と 選択盲

Cognitive dissonance  vs.  Choice blindness

■認知的不協和 （ Cognitive dissonance ）
キツネが森の中でブドウを⾒つけます。いろいろ⼯夫して採ろうと

するのですが、あまり⾼いところにあるので届きません。結局、キツ
ネは「あのブドウは酸っぱいさ。」と、あきらめてしまいます。

このイソップ寓話が認知的不協和(Cognitive dissonance)の例とし
て良く出てきます。この「欲しいブドウ」と「採れない」という事実
が認知的不協和です。ですから、認知的不協和は⼼の中の⽭盾とか葛
藤と考えても良いかと思います。そして「あのブドウは酸っぱい
さ。」が、この認知的不協和を解消する⼀⾔です。『⼈は認知的不調
和があると、それを解消するように⾏動する』と、アメリカの⼼理学
者レオン・フェスティンガー(Leon Festinger)は提唱しました。

この現象はいろいろな事態を引き起こします。キツネの例に戻りま
しょう。結果としてキツネは「ブドウが酸っぱい」と⾔う不確かな情
報を流してしまうのです。レオン・フェスティンガーは実験を⾏って
います。被験者に退屈な作業をさせて報酬を払い、彼らに新しい被験
者を勧誘してもらいました。そのとき、報酬が少なかった⼈のほうが
熱⼼に勧誘したと⾔うのです。彼らは「報酬が少なかったのに作業を
したのは、作業が⾯⽩かったからだ。」と認知的不調和を解決させて
いたというのがレオン・フェスティンガーの主張です。

飲⾷店舗さま向けにかわら版を毎⽉発⾏します
梅花の候

２⽉１９⽇は旧正⽉、中国では春節にあたります。沖縄では漁業が盛んな⽷満市など旧暦でお祝いをする
地域も残っています。観光客で賑わいを⾒せている公設市場でも旧正⽉⽤のお菓⼦など店頭を飾っていま
す。沖縄の旧暦は中国の⼆⼗四節気が伝わり、村の祭祀は年中⾏事となり折⽬、節⽬の慣習として根付い
ています。存続の環境は厳しくなりましたが、⼤切に守り続けていきたいものです。

■選択盲 （ Choice blindness）
2005年ころにピーター・ヨハンソン(Petter Johansson)が研究を

はじめたと⾔われていますが、その後スウェーデンのルンド⼤学で、
ラルスハル（Lars Hall)が選択盲(Choice blindness)について、興味
深い実験を⾏っています。その実験は、次のようなものです。
被験者に異性の写真を⼆枚みせて、好みの⽅を選んでもらい⼿渡す。
この時、カードマジックの⼿法をつかって⼿渡す写真を逆にする。こ
のあと、その写真を⾒ながら被験者に、なぜこの⼈が好みなのか理由
を説明してもらう。すると多くの⼈がこの⼊れ替えに気が付かずに写
真の⼈物を褒める。

俄かには信じられない結果ですが、選択と⾔うのは実はこれ位に根
拠が不確かな場合があるのです。この選択盲(Choice blindness)は
マーケティング上で⾮常に重要だと思われ、ショッピングセンターで
もある実験が⾏われました。その実験では180⼈のお客様にジャムの
テイスティングをしてもらい、美味しかったものについて感想を聞き
取るというもので、これも最終的に講評してもらうジャムは⼊れ替え
てしまうものだったそうです。この場合も極端な話、リンゴジャムを
美味しいといって選んだ⼈から、全く違うママレードのお勧めを聞く
というようなことが起き、⼊れ替えられたのに気が付く⼈は少なかっ
たそうです。

選択盲は、サー ビスの料理をお出しする機会などに、エンターテ
イメントとして利⽤できるかもしれません。
また、四⽉からは統⼀地⽅選挙も始まります。選挙の要は正しい情報
と冷静な選択ですが、この様な罠があることを覚えておくのも良いの
ではないでしょうか。

リテールテックJAPAN 2015出展いたします！
外⾷業様向け専⽤に開発したビッグデータ解析ツール
『StarBoard intelligence』を出展いたします。
ビッグデータを経営資源とする時が来ました！！

⽇ 時 ： 2015年3⽉3⽇(⽕)〜6⽇(⾦)
会 場 ： 東京ビッグサイト（弊社ブース：東2ホール RT1520）
⼊場⽅法 ： チケット制

その野菜の⼀部がこの写真です。
写真のりんごは５００円もする
⼤⽟なのですが、⽩菜があまり
にも⼤きくりんごが⼩粒に
みえます。⽩菜は鍋、野菜炒め、
味噌汁ｅｔｃ。⾷べきれないの
で漬物にしました。
⼤根は鍋、ブリ⼤根、⿊砂糖でブタバラとの炊き合わせ、マー
ボー⼤根も作ってみました。ねぎは丸ごと焼き、こげた⽪をむき、
頭からいただきました。⾦⽬と⽜蒡は炊き合わせの定番ですが、
今回は⽜蒡の代わりにネギを使いました。９６歳のカミサンの⺟
親もなんなく⾷べられました。次回は焼いたネギを使い、マー
ボーネギを作ります。類は友を呼ぶのは事実ですが、これ以上輪
を広げると野菜に潰されそうです。

こーいちのグルメ散歩 ⾷道楽散⼈ ⽊村 幸⼀

•♪さんぽ６2♪ 類は友を呼ぶ


